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The spin fluctuation on the magnetic-dielectric state in BiFeO3  
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交差相関物性を示す物質の臨界現象が電気と磁気いずれの性質，あるいは両者とも異なる性質

を持つのかは未だ明らかになっておらず，ミクロな動的物性の観点からの研究が望まれている．

我々は以前，電気分極と磁化の相転移が一致する交差相関物質 MnWO4 のミュオンスピン回転緩

和（μSR）実験から，通常の臨界現象とは異なる性質を持つことを見出した[1]．今回は相転移点

が異なるタイプの交差相関物質 BiFeO3 の，相転移点近傍の局所スピン揺らぎについて報告する．

BiFeO3は高い反強磁性転移温度（ネール点, TN ~ 650 K）と強誘電転移温度（キュリー点, TC ~ 1100 

K）を持つため，常温においても利用可能な交差相関物質として知られている[2]．我々は TN近傍

の高温領域を測定するため，J-PARC MLF において赤外加熱による μSR 実験を行った． 

図１に H = 100 Oe の縦磁場下で測定した BiFeO3 の緩和率の温度依存性（300~800 K）を示す．

は Fe3+電子スピンの揺らぎを反映したパラメータであり，TN 以下では磁気秩序化によって 2 つ

の緩和（1,2）に分離している．挿入図は TN

近傍の常磁性—強誘電状態（T>TN）における

臨界現象を解析した結果である．BiFeO3 の

臨界指数γは 1.24 程度であり，先行研究の

MnWO4のγ（=1.32）より小さく，スピンは

より異方性の大きい普遍性クラスに属して

いることが判明した．本講演では，反強磁性

—強誘電状態（T<TN）の解析結果も含め，相

転移点の異なるタイプの交差相関物質にお

ける臨界現象について議論する．  
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Fig. 1. Temperature dependence of the relaxation rate 
 measured under the longitudinal field of 100 Oe. 
The inset is a magnified view around TN = 650 K. 
The blue line indicates a best-fitting result of  in the 
critical region. 
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